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違法な内容の計算書類を承認する定時株主総会決議の有効性

違
法
な
内
容
の
計
算
書
類
を
承
認
す
る 

定
時
株
主
総
会
決
議
の
有
効
性

大　
　

島　
　

一　
　

輝

一　

は
じ
め
に

　

計
算
書
類
（
会
社
法
四
三
五
条
二
項
、
会
社
計
算
規
則
五
九
条
一
項
）
の
内
容
に
、
利
益
の
過
大
計
上
な
ど
の
違
法（

（
（

が
あ
る
場
合
に

は
、
こ
れ
を
承
認
す
る
定
時
株
主
総
会
の
決
議
（
会
社
法
四
三
八
条
二
項
）
の
有
効
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
か
。
こ
れ
が

本
稿
の
検
討
課
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
決
議
は
そ
の
内
容
が
法
令
に
違
反
す
る
た
め
無
効
で
あ
る
（
会
社
法
八
三
〇

条
二
項
）
と
解
す
る
の
が
、
会
社
法
制
定
前
後
で
一
貫
し
て
通
説
で
あ
る
と
思
わ
れ
（
以
下
「
承
認
無
効
説
」
と
い
う
）（

（
（2
（
（

、
異
説
は
見

一　

は
じ
め
に

二　

学
説
お
よ
び
判
例
・
裁
判
例

三　

規
整
の
変
遷

四　

検
討

五　

お
わ
り
に
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当
た
ら
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
計
算
書
類
の
承
認
決
議
の
効
果
や
、
計
算
書
類
の
承
認
手
続
と
配
当
手
続
・
財
源
規
制
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

後
述
の
と
お
り
時
代
ご
と
に
変
遷
が
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
変
遷
を
踏
ま
え
た
検
討
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
具
体
的
法
律
関
係
の
あ
り
方
（
分
配
可
能
額
の
算
定

方
法
、
お
よ
び
当
該
計
算
書
類
が
対
象
と
す
る
事
業
年
度
よ
り
後
の
事
業
年
度
〔
以
下
「
後
続
期
」
と
い
う
〕
に
お
け
る
計
算
書
類
承
認
手
続

や
配
当
手
続
の
あ
り
方
）
に
つ
き
妥
当
な
結
論
を
導
く
う
え
で
、
承
認
無
効
説
を
と
る
必
然
性
が
あ
る
か
否
か
の
検
討
も
必
要
で
あ

ろ
う
。

　

検
討
の
順
序
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
承
認
無
効
説
の
論
拠
お
よ
び
判
例
・
裁
判
例
の
状
況
を
確
認
す
る
（
二
）。

次
に
、
計
算
書
類
の
承
認
決
議
の
効
果
や
、
計
算
書
類
の
承
認
手
続
と
配
当
手
続
・
財
源
規
制
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
規
整
の
変
遷

を
確
認
す
る
（
三
）。
そ
し
て
、
理
論
的
妥
当
性
（
四
（
一
））、
お
よ
び
具
体
的
法
律
関
係
の
説
明
方
法
（
四
（
二
））
に
着
目
し
て
、

承
認
無
効
説
を
と
る
必
然
性
の
有
無
や
、
こ
れ
と
異
な
る
考
え
方
が
成
り
立
つ
可
能
性
の
有
無
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
本
稿
の
結
論

を
先
取
り
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
と
な
る
。
ま
ず
、
計
算
書
類
の
承
認
決
議
の
法
的
性
質
に
鑑
み
れ
ば
、
計
算
書
類
の
内
容
に
重
要

な
違
法
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
承
認
決
議
は
有
効
と
み
る
べ
き
で
あ
る
（
以
下
「
承
認
有
効
説
」
と
い
う
）。
そ
し
て
、
計
算
書
類
の

内
容
の
重
要
な
違
法
が
あ
る
場
合
の
具
体
的
法
律
関
係
の
あ
り
方
（
分
配
可
能
額
の
算
定
方
法
、
お
よ
び
後
続
期
の
計
算
書
類
承
認
手
続

や
配
当
手
続
の
あ
り
方
）
に
つ
き
妥
当
な
結
論
を
導
く
う
え
で
、
承
認
無
効
説
を
と
る
必
然
性
が
認
め
ら
れ
る
場
面
は
存
在
し
な
い
。

そ
し
て
、
承
認
有
効
説
を
と
れ
ば
、
最
終
事
業
年
度
の
定
義
規
定
（
会
社
法
二
条
二
四
号
）
の
文
理
に
即
し
た
理
論
構
成
が
可
能
と

な
る
。

　

な
お
、
本
稿
の
検
討
対
象
は
、
取
締
役
会
設
置
会
社
（
会
社
法
二
条
七
号
）
で
あ
り
、
か
つ
、
会
社
法
四
三
九
条
の
適
用
が
な
く
、

計
算
書
類
の
承
認
が
定
時
株
主
総
会
の
決
議
事
項
で
あ
る
場
合
（
会
社
法
四
三
八
条
二
項
）
に
限
定
す
る
。
そ
の
た
め
、
以
下
本
稿
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に
お
い
て
計
算
書
類
の
承
認
決
議
と
い
う
場
合
に
は
、
計
算
書
類
を
承
認
す
る
定
時
株
主
総
会
の
決
議
（
会
社
法
四
三
八
条
二
項
）

を
指
す
も
の
と
す
る
。二　

学
説
お
よ
び
判
例
・
裁
判
例

（
一
）
学
説

　

一
で
述
べ
た
と
お
り
、
内
容
に
違
法
の
あ
る
計
算
書
類
の
承
認
決
議
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、
承
認
無
効
説
が
会
社
法
制
定
前
後

で
一
貫
し
て
通
説
で
あ
る
と
思
わ
れ
る（

（
（

。
承
認
無
効
説
の
論
拠
と
し
て
は
、
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
下
で
、
内
容
に
違
法
の
あ
る

計
算
書
類
の
承
認
決
議
を
無
効
と
し
た
判
例
（
後
述
の
大
判
昭
和
四
年
七
月
八
日
民
集
八
巻
七
〇
七
頁
）
を
引
用
す
る
も
の（

（
（

が
あ
る
ほ

か
、
当
該
決
議
の
内
容
が
法
令
に
違
反
す
る
旨
（
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
五
二
条
、
会
社
法
八
三
〇
条
二
項
）
を
指
摘
す
る
も
の（

（
（

が

み
ら
れ
る
。

（
二
）
判
例
・
裁
判
例

　

前
掲
大
判
昭
和
四
年
七
月
八
日
は
、
資
本
減
少
の
効
力
発
生
前
に
、
当
該
減
少
後
の
資
本
金
額
を
前
提
に
貸
借
対
照
表
を
作
成
し
、

そ
の
貸
借
対
照
表
に
基
づ
き
損
失
処
分
案（

（
（

を
作
成
し
た
場
合
に
、
当
該
貸
借
対
照
表
お
よ
び
損
失
処
分
案
の
承
認
に
係
る
定
時
株
主

総
会
の
決
議
の
有
効
性
が
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
審
院
は
、
当
該
貸
借
対
照
表
お
よ
び
損
失
処
分
案
は
商
法
の
強
行
規
定
に
反

す
る
と
し
た
う
え
で
、
当
該
違
法
な
貸
借
対
照
表
お
よ
び
損
失
処
分
案
を
承
認
す
る
株
主
総
会
の
決
議
も
ま
た
「
当
然
其
ノ
実
質
ニ

於
テ
無
効
ノ
モ
ノ
ナ
リ
ト
断
ス
ル
ヲ
相
当
ト
ス
ヘ
シ
」
と
判
示
し
た
。

　

下
級
審
裁
判
例
と
し
て
は
、
財
産
の
価
額
の
上
限
規
制
（
当
時
の
商
法
二
八
五
条
）
に
違
反
す
る
財
産
目
録（

（
（

を
承
認
す
る
株
主
総
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会
決
議
を
無
効
と
し
た
も
の
（
東
京
地
判
昭
和
二
九
年
一
一
月
一
日
判
例
タ
イ
ム
ズ
四
三
号
五
八
頁
）
が
あ
る
。
裁
判
所
は
、「
商
法
第

二
八
五
条
は
、
…
…
営
業
用
の
固
定
財
産
等
の
価
額
の
騰
貴
し
た
場
合
に
、
こ
れ
を
高
く
評
価
し
て
評
価
益
を
計
上
し
、
実
質
的
に

は
利
益
が
な
い
の
に
か
か
わ
ら
ず
利
益
配
当
を
し
て
、
会
社
の
財
政
的
基
礎
を
悪
化
せ
し
め
る
よ
う
な
弊
害
を
予
防
す
る
た
め
の
規

定
で
あ
る
。
従
つ
て
、
こ
れ
に
反
す
る
財
産
の
価
額
を
附
し
た
財
産
目
録
を
承
認
し
た
右
決
議
は
違
法
の
も
の
と
し
て
無
効
で
あ

る
」
と
判
示
し
た
。

　

前
掲
大
判
昭
和
四
年
七
月
八
日
お
よ
び
東
京
地
判
昭
和
二
九
年
一
一
月
一
日
は
、
内
容
に
違
法
の
あ
る
計
算
書
類
の
承
認
決
議
を

無
効
と
す
る
点
で
、
承
認
無
効
説
と
整
合
的
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
内
容
に
違
法
を
含
む
計
算
書
類
の
承
認
決
議
は
当
然
無
効
の
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
説
示
し
た
も
の

と
し
て
、
大
決
昭
和
四
年
一
二
月
一
六
日
新
聞
三
〇
八
二
号
九
頁
が
あ
る
。
事
案
の
概
要
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
銀
行
で
あ

る
株
式
会
社
の
株
主
は
、
同
社
の
損
益
計
算
書
（
決
定
文
で
は
「
損
失
計
算
書
」）
を
承
認
す
る
株
主
総
会
決
議
は
以
下
の
二
つ
の
理

由
で
無
効
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
第
一
に
、
会
社
の
重
役
が
当
該
株
主
の
発
言
を
禁
じ
、
暴
行
脅
迫
を
も
っ
て
そ
の
株
主
権
の
行
使

を
妨
げ
、
ま
た
は
他
の
株
主
の
代
理
人
で
あ
る
株
主
の
入
場
を
拒
絶
し
、
自
派
の
株
主
の
み
で
採
決
し
た
。
第
二
に
、
当
該
損
益
計

算
書
が
、
重
役
の
違
法
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
会
社
の
損
害
を
糊
塗
す
る
目
的
で
、
虚
偽
の
内
容
を
も
っ
て
作
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

本
件
訴
え
が
当
時
の
商
法
一
六
三
条
が
定
め
る
決
議
無
効
の
訴
え
に
該
当
し
、
し
た
が
っ
て
同
法
一
六
三
条
の
三
に
基
づ
き
、
会
社

の
請
求
に
よ
り
株
主
が
担
保
提
供
義
務
を
負
う
か
否
か
が
争
わ
れ
た
。

　

同
法
一
六
三
条
一
項
が
定
め
る
無
効
事
由
は
、
株
主
総
会
の
招
集
手
続
ま
た
は
決
議
方
法
の
法
令
ま
た
は
定
款
違
反
で
あ
り
、
決

議
の
日
か
ら
一
か
月
以
内
と
い
う
出
訴
期
間
制
限
も
あ
っ
た
（
同
法
一
六
三
条
の
二
第
一
項
）。
そ
の
た
め
、
同
法
一
六
三
条
が
定
め

る
決
議
無
効
の
訴
え
は
、
会
社
法
に
お
け
る
決
議
取
消
し
の
訴
え
（
会
社
法
八
三
一
条
）
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ

る
（
（
（

。
そ
し
て
当
時
は
、
決
議
内
容
に
法
令
ま
た
は
定
款
違
反
が
あ
る
場
合
に
は
、
決
議
は
当
然
に
無
効
で
あ
り
、
当
時
の
商
法
一
六
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三
条
は
適
用
さ
れ
な
い
（
無
効
は
い
つ
で
も
誰
で
も
主
張
で
き
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
通
常
の
確
認
の
訴
え
を
提
起
で
き
る
）
と
解
さ
れ

て
い
た（

（1
（

。
本
件
訴
え
を
提
起
し
た
株
主
も
、
本
件
訴
え
は
、
決
議
の
当
然
無
効
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
法
一
六
三
条
の
三

（
担
保
提
供
義
務
の
規
定
）
の
適
用
は
な
い
と
主
張
し
た（

（1
（

。

　

大
審
院
は
、
以
下
の
と
お
り
説
示
し
て
、
本
件
訴
え
は
当
時
の
商
法
一
六
三
条
に
基
づ
く
訴
え
で
あ
る
と
し
、
株
主
の
前
記
主
張

を
排
斥
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①
会
社
の
重
役
が
、
当
該
株
主
の
発
言
を
禁
じ
、
暴
行
脅
迫
を
も
っ
て
そ
の
株
主
権
の
行
使
を
妨
げ
、

ま
た
は
他
の
株
主
の
代
理
人
で
あ
る
株
主
の
入
場
を
拒
絶
し
、
自
派
の
株
主
の
み
で
採
決
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
は
決
議
の
方
法
の

法
令
ま
た
は
定
款
違
反
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
決
議
は
当
然
無
効
（
決
定
文
で
は
「
絶
対
無
効
」）
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
し
た
。
ま

た
、
②
重
役
が
、
虚
偽
の
内
容
の
損
益
計
算
書
の
作
成
に
よ
り
、
株
主
の
財
産
権
お
よ
び
株
主
権
を
侵
害
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
に

よ
っ
て
重
役
に
損
害
賠
償
責
任
が
生
じ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
当
該
損
益
計
算
書
の
承
認
決
議
を
当
然
無
効
の
も
の
と
い
う
こ
と
は

で
き
な
い
と
し
た
。
大
審
院
は
、
あ
く
ま
で
傍
論
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
前
記
②
の
箇
所
で
、
虚
偽
の
内
容
の
損
益
計
算
書
を
承
認

す
る
決
議
の
有
効
性
に
言
及
し
て
い
る
。

三　

規
整
の
変
遷

（
一
）
取
締
役
お
よ
び
監
査
役
の
責
任
解
除

　

計
算
書
類
の
承
認
決
議
の
効
果
に
関
し
て
、
明
治
三
二
年
商
法
一
九
三
条
は
、
定
時
株
主
総
会
に
お
い
て
計
算
書
類
（
財
産
目
録
、

貸
借
対
照
表
、
営
業
報
告
書
、
損
益
計
算
書
、
準
備
金
お
よ
び
利
益
ま
た
は
利
息
の
配
当
に
関
す
る
議
案
。
同
法
一
九
〇
条
）
の
承
認
を
し

た
と
き
は
、
取
締
役
ま
た
は
監
査
役
に
不
正
の
行
為
が
あ
っ
た
場
合
を
除
き
、
株
式
会
社
は
取
締
役
お
よ
び
監
査
役
に
対
し
て
、
そ

の
責
任
を
解
除
し
た
も
の
と
み
な
す
と
し
て
い
た
。
こ
の
規
定
を
置
い
た
理
由
は
、
株
主
総
会
が
前
記
の
計
算
書
類
を
承
認
し
て
も
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な
お
、
取
締
役
お
よ
び
監
査
役
が
会
社
に
対
す
る
責
任
を
免
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
責
任
が
過
大
と
な
り
不
当
で
あ
る
た
め
と
説
明
さ

れ
て
い
た（

（1
（

。
昭
和
一
三
年
改
正
商
法
二
八
四
条
は
、
明
治
三
二
年
商
法
一
九
三
条
の
内
容
を
一
部
修
正
し
、
定
時
株
主
総
会
に
お
い

て
計
算
書
類
の
承
認
を
し
た
後
二
年
内
に
別
段
の
決
議
が
な
い
と
き
は
、
取
締
役
ま
た
は
監
査
役
に
不
正
の
行
為
が
あ
っ
た
場
合
を

除
き
、
株
式
会
社
は
取
締
役
お
よ
び
監
査
役
に
対
し
て
、
そ
の
責
任
を
解
除
し
た
も
の
と
み
な
す
と
し
て
い
た（

（1
（

。
そ
し
て
、
昭
和
一

三
年
改
正
商
法
二
八
四
条
は
、
そ
の
根
拠
や
解
除
の
範
囲
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
昭
和
五
六
年
商
法
改
正
で
削
除

さ
れ
た（

（1
（

。

（
二
）
計
算
書
類
の
承
認
手
続
と
配
当
（
損
失
処
理
）
手
続
と
の
関
係

　

計
算
書
類
の
承
認
手
続
と
、
配
当
（
損
失
処
理
）
手
続
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
制
度
の
変
遷
が
見
ら
れ
る
。
前
掲
大
判
昭
和
四

年
七
月
八
日
は
、
貸
借
対
照
表
だ
け
で
な
く
、
損
失
処
分
案
の
承
認
決
議
の
有
効
性
に
つ
い
て
も
問
題
と
さ
れ
た
。
当
時
（
昭
和
一

三
年
改
正
前
）
の
商
法
は
、
損
失
の
処
理
の
た
め
に
株
主
総
会
決
議
を
要
す
る
か
否
か
に
つ
き
、
明
文
規
定
を
も
た
な
か
っ
た（

（1
（

。
た

だ
、
同
法
は
、
準
備
金
お
よ
び
利
益
ま
た
は
利
息
の
配
当
に
関
す
る
議
案
を
、
計
算
書
類
の
一
つ
と
し
て
い
た
（
同
法
一
九
〇
条
五

号
）。
か
か
る
制
度
の
も
と
で
も
、
損
失
の
処
理
は
、
準
備
金
の
取
崩
を
含
む
の
が
通
常
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
を
含
ま
な
い
場
合
も
、

利
益
処
分
と
同
様
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
株
主
総
会
決
議
を
経
る
べ
き
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
た（

（1
（

。
そ
の
後
、
損
失
の

処
理
に
つ
き
、
定
時
株
主
総
会
の
承
認
を
要
す
る
旨
を
立
法
で
明
ら
か
に
す
る
趣
旨
で
、
昭
和
五
六
年
改
正
商
法
は
、
損
失
の
処
理

に
関
す
る
議
案
を
、
利
益
処
分
案
と
と
も
に
計
算
書
類
の
一
つ
と
し
て
明
文
化
し
た
（
同
法
二
八
一
条
一
項
四
号
）（

（1
（

。
会
社
法
に
お
い

て
は
、
計
算
書
類
と
し
て
の
、
利
益
処
分
案
お
よ
び
損
失
処
理
案
を
廃
止
し
た
（
会
社
法
四
三
五
条
二
項
、
会
社
計
算
規
則
五
九
条
一

項
参
照
）（

（1
（

。
そ
の
う
え
で
、
従
前
、
利
益
処
分
案
ま
た
は
損
失
処
理
案
に
含
ま
れ
て
い
た
事
項
を
、
計
算
書
類
の
承
認
手
続
と
は
別

個
の
手
続
と
し
て
整
理
し
た
（
剰
余
金
の
配
当
に
つ
き
会
社
法
四
五
三
条
以
下
、
役
員
賞
与
の
支
払
に
つ
き
三
六
一
条
、
資
本
準
備
金
お
よ
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び
利
益
準
備
金
の
取
崩
に
つ
き
四
四
八
、
四
四
九
条
、
任
意
積
立
金
の
積
立
お
よ
び
取
崩
に
つ
き
四
五
二
条
）（

（1
（

。

（
三
）
計
算
書
類
の
承
認
手
続
と
配
当
財
源
規
制
と
の
関
係

　

平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
で
は
、
定
時
株
主
総
会
に
お
け
る
利
益
配
当
に
係
る
配
当
可
能
利
益
は
、「
貸
借
対
照
表
上
ノ
純
資
産

額
」
を
出
発
点
と
し
て
算
定
さ
れ
た
（
同
法
二
九
〇
条
一
項
。
自
己
株
式
の
有
償
取
得
に
つ
い
て
も
同
様
〔
同
法
二
一
〇
条
三
項
〕）（

（2
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
会
社
法
で
は
、
剰
余
金
の
配
当
ま
た
は
自
己
株
式
の
有
償
取
得
（
以
下
「
剰
余
金
の
配
当
等
」
と
い
う
）
に
対
す

る
財
源
規
制
は
、
分
配
可
能
額
の
概
念
を
用
い
て
行
わ
れ
る
（
同
法
四
六
一
条
一
項
）。
そ
し
て
、
分
配
可
能
額
算
定
の
出
発
点
で
あ

る
剰
余
金
の
額
は
、
最
終
事
業
年
度
（
同
法
二
条
二
四
号
）
に
お
け
る
貸
借
対
照
表
上
の
計
数
（
そ
の
他
資
本
剰
余
金
と
そ
の
他
利
益

剰
余
金
の
合
計
額
）
を
基
礎
と
し
て
い
る
（
同
法
四
六
一
条
二
項
一
号
、
四
四
六
条
一
号
イ
～
ホ
、
会
社
法
施
行
規
則
一
一
六
条
一
〇
号
、

会
社
計
算
規
則
一
四
九
条
参
照
）。
す
な
わ
ち
、
剰
余
金
の
配
当
等
に
対
す
る
財
源
規
制
は
、
最
終
事
業
年
度
の
概
念
を
前
提
と
す
る
。

会
社
法
は
剰
余
金
の
配
当
の
回
数
制
限
を
撤
廃
し
、
い
つ
で
も
何
度
で
も
行
え
る
こ
と
と
し
た（

（2
（

。
そ
こ
で
、
財
源
規
制
に
お
い
て
、

ど
の
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
基
づ
き
分
配
可
能
額
を
算
定
す
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
最
終
事
業
年
度
の
概
念
が

用
い
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。
そ
し
て
、
最
終
事
業
年
度
は
、「
…
…
計
算
書
類
に
つ
き
…
…
承
認
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
当
該
各
事
業
年

度
の
う
ち
最
も
遅
い
も
の
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
（
同
法
二
条
二
四
号
）。
同
号
の
文
理
か
ら
す
れ
ば
、
計
算
書
類
の
承
認
決
議
が
無

効
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
計
算
書
類
に
つ
い
て
は
同
号
に
い
う
「
承
認
を
受
け
た
」
と
い
う
要
件
を
満
た
さ
な
い
か
ら
、
当
該
計

算
書
類
に
係
る
事
業
年
度
は
最
終
事
業
年
度
に
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
会
社
法
で
は
、
計
算
書
類
の
承
認
決
議
の
有
無
が
、
最

終
事
業
年
度
の
決
定
、
ひ
い
て
は
分
配
可
能
額
の
算
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
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（
四
）
小
括

　

以
上
の
よ
う
に
、
計
算
書
類
の
承
認
決
議
に
つ
い
て
は
、
そ
の
効
果
や
配
当
手
続
・
財
源
規
制
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
時
代
ご
と

に
変
遷
が
み
ら
れ
る
。
以
下
で
は
、
こ
う
し
た
変
遷
を
踏
ま
え
て
、
理
論
的
妥
当
性
の
観
点
（
四
（
一
））
お
よ
び
、
計
算
書
類
の

内
容
の
重
要
な
違
法
が
あ
る
場
合
の
具
体
的
法
律
関
係
（
分
配
可
能
額
の
算
定
方
法
、
お
よ
び
後
続
期
の
計
算
書
類
承
認
手
続
や
配
当
手

続
の
あ
り
方
）
の
観
点
か
ら
（
四
（
二
））、
承
認
無
効
説
の
妥
当
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

四　

検
討

（
一
）
承
認
無
効
説
の
理
論
的
妥
当
性

1
　
取
締
役
ま
た
は
監
査
役
の
対
会
社
責
任
の
解
除

　

三
で
述
べ
た
と
お
り
、
昭
和
五
六
年
改
正
前
商
法
下
で
は
、
計
算
書
類
の
承
認
決
議
の
後
二
年
内
に
別
段
の
決
議
が
な
い
と
き
は
、

取
締
役
ま
た
は
監
査
役
に
不
正
の
行
為
が
あ
っ
た
場
合
を
除
き
、
株
式
会
社
は
取
締
役
お
よ
び
監
査
役
に
対
し
て
、
そ
の
責
任
を
解

除
し
た
も
の
と
み
な
す
と
さ
れ
た
（
同
法
二
八
四
条
）。
そ
の
た
め
、
会
社
の
財
産
状
態
お
よ
び
経
営
成
績
に
関
す
る
誤
っ
た
情
報
に

基
づ
き
、
取
締
役
お
よ
び
監
査
役
の
会
社
に
対
す
る
責
任
が
解
除
さ
れ
る
こ
と
を
阻
止
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
違
法
な
内
容

の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
を
無
効
と
解
す
る
こ
と
に
は
実
益
が
認
め
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
昭
和
五
六
年
商
法
改
正
で
二

八
四
条
が
削
除
さ
れ
、
現
行
法
に
至
る
ま
で
、
計
算
書
類
の
承
認
決
議
に
基
づ
く
責
任
解
除
の
規
定
は
存
在
し
な
い（

（2
（

。
そ
の
た
め
、

現
行
法
下
で
は
、
前
記
実
益
は
認
め
ら
れ
ず
、
こ
れ
に
よ
っ
て
承
認
無
効
説
を
根
拠
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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2
　
計
算
書
類
の
承
認
決
議
の
法
的
性
質

　

平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
下
で
は
、
定
時
株
主
総
会
に
よ
る
計
算
書
類
の
承
認
決
議
の
法
的
性
質
を
め
ぐ
り
、
学
説
の
対
立
が

あ
っ
た（

（2
（

。
ま
ず
、
定
時
株
主
総
会
に
は
、
取
締
役
が
作
成
し
た
計
算
書
類
の
内
容
を
適
宜
変
更
し
た
う
え
で
、
そ
の
内
容
を
計
数
的

に
確
定
す
る
権
限
（
決
算
確
定
権
限
）
が
あ
る
と
の
所
説
が
あ
っ
た（

（2
（

。
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
で
は
、
利
益
処
分
案
（
損
失
処
理

案
）
が
、
貸
借
対
照
表
お
よ
び
損
益
計
算
書
と
と
も
に
、
定
時
株
主
総
会
で
の
承
認
を
要
す
る
計
算
書
類
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
た

（
同
法
二
八
一
条
一
項
一
号
二
号
四
号
、
二
八
三
条
一
項
）。
そ
の
た
め
、
貸
借
対
照
表
お
よ
び
損
益
計
算
書
の
形
式
お
よ
び
内
容
の
確

定
だ
け
で
な
く
、
利
益
処
分
案
（
損
失
処
理
案
）
の
内
容
の
確
定
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
当
期
の
計
算
が
確
定
す
る
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
た（

（2
（

。
貸
借
対
照
表
お
よ
び
損
益
計
算
書
の
内
容
は
、
利
益
処
分
（
損
失
処
理
）
の
基
礎
で
あ
る
配
当
可
能
利
益
の
確
定
に
か

か
わ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
か
ら
、
利
益
処
分
ま
た
は
損
失
処
理
の
内
容
の
決
定
権
限
を
も
つ
株
主
総
会
に
、
貸
借
対
照
表
お
よ

び
損
益
計
算
書
の
内
容
の
決
定
権
限
も
帰
属
す
る
と
解
し
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

こ
の
所
説
に
よ
れ
ば
、
計
算
書
類
を
承
認
す
る
株
主
総
会
決
議
に
は
、
計
算
書
類
の
内
容
を
、
定
時
株
主
総
会
が
意
欲
し
た
と
お

り
の
内
容
と
し
て
確
定
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
な
ら
ば
、
計
算
書
類

の
内
容
に
重
要
な
違
法
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
承
認
し
よ
う
と
す
る
株
主
総
会
決
議
は
、
決
議
の
内
容
（
計
算
書
類
の
内
容
を
、

当
該
違
法
な
も
の
と
す
る
旨
）
が
法
令
に
違
反
す
る
と
い
え
る
た
め
、
決
議
は
無
効
で
あ
る
（
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
五
二
条
、
会

社
法
八
三
〇
条
二
項
参
照
）
と
の
結
論
が
導
か
れ
よ
う
。

　

反
対
説
と
し
て
、
貸
借
対
照
表
お
よ
び
損
益
計
算
書
の
内
容
の
確
定
は
業
務
執
行
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
権
限
は
株
主
総
会
で
は
な

く
、
業
務
執
行
機
関
た
る
取
締
役
会
に
あ
る
と
す
る
所
説
が
あ
っ
た（

（2
（

。
ま
た
、
計
算
書
類
の
承
認
決
議
は
、
計
算
書
類
の
内
容
が
正

確
で
あ
り
、
会
計
処
理
上
間
違
い
が
な
い
と
い
う
事
実
を
確
認
す
る
「
観
念
の
表
示
」
で
あ
り（

（2
（

、
計
算
書
類
の
形
式
お
よ
び
内
容
を

決
定
す
る
行
為
は
含
ま
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
も
あ
っ
た（

（3
（

。
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会
社
法
下
で
は
、
以
下
の
理
由
か
ら
、
前
記
反
対
説
の
理
解
が
よ
り
妥
当
性
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る（

（3
（

。
す
な
わ
ち
、

前
述
の
と
お
り
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
下
で
は
、
貸
借
対
照
表
お
よ
び
損
益
計
算
書
の
形
式
お
よ
び
内
容
の
確
定
だ
け
で
な
く
、

利
益
処
分
案
（
損
失
処
理
案
）
の
内
容
の
確
定
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
当
期
の
計
算
が
確
定
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
た
め（

（3
（

、

利
益
処
分
（
損
失
処
理
）
の
内
容
の
決
定
権
限
が
あ
る
株
主
総
会
に
、
貸
借
対
照
表
お
よ
び
損
益
計
算
書
の
内
容
の
確
定
権
限
も
帰

属
す
る
と
の
説
明（

（3
（

に
は
、
一
定
の
合
理
性
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
利
益
処
分
案
（
損
失
処
理
案
）
が
計
算
書
類

の
内
容
で
な
く
な
り
、
計
算
書
類
の
承
認
手
続
と
利
益
処
分
（
損
失
処
理
）
の
手
続
と
を
区
別
し
た
会
社
法
下
で
は
、
こ
う
し
た
説

明
は
制
度
的
前
提
を
失
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（3
（

。
そ
う
す
る
と
、
会
社
法
に
お
い
て
は
、
前
記
反
対
説
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
計
算

書
類
の
内
容
を
計
数
的
に
確
定
す
る
権
限
は
業
務
執
行
機
関
た
る
取
締
役
会
（
同
法
三
六
二
条
二
項
一
号
、
三
九
九
条
の
一
三
第
一
項

一
号
、
四
一
六
条
一
項
一
号
）
に
帰
属
し
、
定
時
株
主
総
会
に
よ
る
計
算
書
類
の
承
認
決
議
は
観
念
の
表
示
で
あ
る
と
解
す
る
の
が

妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
な
ら
ば
、
違
法
な
内
容
の
計
算
書
類
を
承
認
す
る
株
主
総
会
決
議
は
、
決
議
の
内
容
が
法
令
に
違
反
す
る

（
会
社
法
八
三
〇
条
二
項
）
と
は
評
価
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
当
該
決
議
の
内
容
は
、
計
算
書
類
の
正
確
性
に

関
し
て
、
株
主
総
会
と
し
て
の
認
識
を
表
示
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
仮
に
株
主
総
会
が
違
法
な
内
容
の
計
算
書
類
を
適
法
で
あ

る
と
認
識
し
、
そ
の
認
識
を
承
認
決
議
の
形
で
表
示
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
表
示
自
体
は
違
法
性
を
帯
び
る
も
の
で
は
な
い
（
承
認

の
対
象
で
あ
る
計
算
書
類
に
違
法
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
）
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
違
法
な
内
容
の

計
算
書
類
を
承
認
す
る
株
主
総
会
決
議
は
、
決
議
の
内
容
が
法
令
に
違
反
す
る
と
は
い
え
な
い
た
め
、
有
効
で
あ
る
と
解
さ
れ
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
理
論
的
観
点
か
ら
は
、
現
行
法
の
解
釈
と
し
て
承
認
有
効
説
が
妥
当
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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（
二
）
具
体
的
法
律
関
係
の
説
明
方
法

1
　
分
配
可
能
額
の
算
定
方
法

　

三
（
三
）
で
述
べ
た
と
お
り
、
会
社
法
で
は
、
計
算
書
類
の
承
認
決
議
の
有
無
が
、
最
終
事
業
年
度
の
決
定
、
ひ
い
て
は
分
配
可

能
額
の
算
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
そ
の
た
め
、
違
法
な
内
容
を
含
む
計
算
書
類
の
承
認
決
議
は
無
効
で
あ
る
と
い
う
承
認
無
効
説
に

立
つ
場
合
に
は
、
当
該
計
算
書
類
に
つ
い
て
は
、
最
終
事
業
年
度
の
定
義
（
会
社
法
二
条
二
四
号
）
に
お
け
る
「
承
認
（
中
略
）
を
受

け
た
場
合
」
に
該
当
し
な
い
た
め
、
当
該
計
算
書
類
に
係
る
事
業
年
度
は
最
終
事
業
年
度
に
な
ら
ず
、
よ
り
古
い
事
業
年
度
に
係
る

計
算
書
類
に
基
づ
い
て
、
分
配
可
能
額
を
算
定
す
べ
き
と
の
理
解
（
以
下
「
旧
事
業
年
度
説
」
と
い
う
）
が
あ
り
う
る
こ
と
と
な
っ
た（

（3
（

。

た
だ
、
旧
事
業
年
度
説
に
立
つ
と
、
粉
飾
が
隠
蔽
さ
れ
長
期
に
わ
た
る
場
合
な
ど
、
何
期
も
前
の
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
が
、

分
配
可
能
額
算
定
の
基
準
に
な
る
こ
と
が
あ
り
う
る
こ
と
に
な
り
、
妥
当
な
結
論
を
導
く
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る（

（3
（

。
こ
の

場
合
に
お
け
る
妥
当
な
結
論
は
、
内
容
に
違
法
が
あ
る
計
算
書
類
が
真
正
に
作
成
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
算
定
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ

う
、
あ
る
べ
き
分
配
可
能
額
を
算
定
し
、
そ
の
額
を
超
過
し
て
剰
余
金
の
配
当
等
が
行
わ
れ
た
か
否
か
を
基
準
に
、
分
配
可
能
額
規

制
違
反
の
有
無
を
判
断
す
べ
き
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
（
以
下
「
あ
る
べ
き
分
配
可
能
額
に
よ
る
理
解
」
と
い
う
）（

（3
（

。

　

あ
る
べ
き
分
配
可
能
額
に
よ
る
理
解
に
立
つ
場
合
に
は
、
違
法
な
内
容
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
の
有
効
性
と
、
最
終
事
業
年
度

の
定
義
（
会
社
法
二
条
二
四
号
）
に
お
け
る
「
承
認
（
中
略
）
を
受
け
た
場
合
」
と
い
う
要
件
と
の
関
係
を
、
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る

か
が
問
題
と
な
り
う
る
。
説
明
方
法
と
し
て
は
、
計
算
書
類
の
承
認
決
議
が
無
効
で
あ
っ
て
も
外
形
的
に
承
認
決
議
が
あ
れ
ば
、
同

号
に
お
け
る
「
承
認
（
中
略
）
を
受
け
た
場
合
」
に
該
当
す
る
と
い
う
も
の
（
以
下
「
外
形
的
行
為
説
」
と
い
う
）（

（3
（

や
、「
承
認
（
中

略
）
を
受
け
た
」
と
い
う
要
件
は
、
違
法
な
内
容
を
含
む
計
算
書
類
の
承
認
決
議
が
無
効
で
あ
る
場
合
に
は
適
用
が
な
い
と
解
す
る

も
の
（
以
下
「
限
定
解
釈
説
」
と
い
う
）（

（3
（

が
あ
り
う
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
承
認
無
効
説
に
立
っ
た
と
し
て
も
、

妥
当
な
結
論
を
導
く
た
め
の
理
論
構
成
は
可
能
で
あ
る
。
た
だ
、
承
認
有
効
説
に
よ
れ
ば
、
あ
る
べ
き
分
配
可
能
額
に
よ
る
理
解
を
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支
え
る
理
論
的
説
明
を
す
る
際
に
、
最
終
事
業
年
度
の
定
義
規
定
と
の
関
係
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
承
認
有
効
説
に
よ

れ
ば
、
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
承
認
決
議
は
有
効
で
あ
る
か
ら
、
当
該
計
算
書
類
は
、
最
終
事
業
年

度
の
定
義
（
会
社
法
二
条
二
四
号
）
に
お
け
る
「
承
認
（
中
略
）
を
受
け
た
場
合
」
と
い
う
要
件
を
満
た
す
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
計

算
書
類
に
係
る
事
業
年
度
を
最
終
事
業
年
度
と
し
て
、
分
配
可
能
額
を
算
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

な
お
、
念
の
た
め
付
言
す
れ
ば
、
承
認
有
効
説
に
立
っ
て
、
違
法
な
内
容
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
を
有
効
と
解
し
た
と
し
て
も
、

当
該
違
法
な
内
容
に
基
づ
い
て
分
配
可
能
額
を
算
定
す
べ
き
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
四
（
一
）
2
で
述
べ
た
と
お
り
、
承
認
有
効
説

は
、
計
算
書
類
の
承
認
決
議
の
法
的
性
質
を
観
念
の
表
示
と
解
す
る
場
合
に
成
り
立
ち
う
る
理
解
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
限

り
、
計
算
書
類
の
承
認
決
議
に
は
、
計
算
書
類
の
内
容
の
計
数
的
確
定
の
効
果
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
違
法
な
内
容
の
計
算
書
類

の
承
認
決
議
を
有
効
と
解
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
当
該
違
法
な
内
容
の
計
算
書
類
を
基
礎
に
分
配
可
能
額
を
算
定
す
べ
き
こ
と

を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
、
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
企
業
会
計
の
慣
行
（
会
社
法
四
三
一
条
）
に
従
っ
た
真
正
な
内
容
の

計
算
書
類
に
基
づ
き
、
あ
る
べ
き
分
配
可
能
額
を
算
定
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
あ
る
剰
余
金
の
配
当
等
に
関
し
て
、
何
が
あ
る

べ
き
分
配
可
能
額
か
は
、
最
終
的
に
は
裁
判
に
お
い
て
、
分
配
可
能
額
規
制
（
会
社
法
四
六
一
条
一
項
）
違
反
を
主
張
す
る
当
事
者

に
よ
る
立
証
を
通
じ
て
決
せ
ら
れ
る（

（4
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
違
法
な
内
容
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
後
の
、
剰
余
金
の
配
当
等
に
係
る
分
配
可
能
額
の
算
定
方
法
に
関
し
て

は
、
承
認
有
効
説
を
と
れ
ば
、
計
算
書
類
の
承
認
決
議
の
有
効
性
と
、
最
終
事
業
年
度
の
定
義
規
定
（
会
社
法
二
条
二
四
号
）
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
妥
当
な
結
論
を
、
同
号
の
文
理
に
即
し
て
説
明
で
き
る
。

2
　
後
続
期
の
計
算
書
類
承
認
手
続
お
よ
び
配
当
手
続

　

あ
る
過
去
の
事
業
年
度
（
以
下
「
過
年
度
」
と
い
う
）
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業
年
度
よ
り
後
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の
事
業
年
度
（
後
続
期
）
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
を
有
効
に
行
う
た
め
に
、
過
年
度
の
計
算
書
類
を
訂
正
し
、
あ
ら
た
め
て
承
認

決
議
（
以
下
「
再
決
議
」
と
い
う
）
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
否
か
が
問
題
と
な
る（

（4
（

。

　

過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
な
誤
謬
が
後
続
期
に
お
い
て
発
覚
し
た
場
合
に
、
当
該
後
続
期
に
お
い
て
な
す
べ
き
会
計
処

理
と
し
て
は
、
企
業
会
計
基
準
第
二
四
号
「
会
計
方
針
の
開
示
、
会
計
上
の
変
更
及
び
誤
謬
の
訂
正
に
関
す
る
会
計
基
準
」（
以
下

「
二
四
号
会
計
基
準
」
と
い
う
）
が
示
す
修
正
再
表
示
方
式
、
ま
た
は
企
業
会
計
原
則
注
解
（
注
一
二
）
が
示
す
特
別
損
益
処
理
方
式

が
あ
る（

（4
（

。
前
者
は
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
の
違
法
を
適
正
に
修
正
し
た
場
合
の
累
積
的
影
響
額
（
以
下
、
単
に
「
累
積
的
影

響
額
」
と
い
う
）
を
、
後
続
期
の
貸
借
対
照
表
の
資
産
、
負
債
お
よ
び
純
資
産
の
期
首
残
高
に
反
映
さ
せ
る
方
法
で
あ
る
（
二
四
号

会
計
基
準
二
一
項
）。
後
者
は
、
累
積
的
影
響
額
を
後
続
期
の
特
別
損
益
（
前
期
損
益
修
正
項
目
）
と
し
て
計
上
す
る
方
法
で
あ
る（

（4
（

。

こ
う
し
た
方
法
に
よ
り
、
累
積
的
影
響
額
を
後
続
期
の
計
算
書
類
に
反
映
し
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
計
算
書
類
の
内
容
は
す
で
に

適
正
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
場
合
に
は
、
た
と
え
承
認
無
効
説
を
前
提
に
し
た
と
し
て
も
、
後
続
期
の
計
算
書

類
の
承
認
決
議
を
有
効
に
行
う
た
め
に
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
訂
正
・
再
決
議
を
行
う
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う（

（4
（

。

　

一
方
で
、
会
社
が
後
続
期
の
計
算
書
類
に
累
積
的
影
響
額
を
反
映
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
結
果
、
後
続
期
の
計
算
書
類
の
内
容
に
も

ま
た
重
要
な
違
法
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
場
合
に
は
、
承
認
無
効
説
を
前
提
と
す
る
限
り
、
当
該
後
続
期
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議

は
無
効
と
解
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
最
終
事
業
年
度
の
定
義
規
定
（
会
社
法
二
条
二
四
号
）
に
い
う
「
承
認
（
中
略
）

を
受
け
た
場
合
」
を
文
理
解
釈
す
る
限
り
、
当
該
後
続
期
は
最
終
事
業
年
度
と
は
な
り
え
ず
、
よ
り
古
い
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表

を
基
礎
に
分
配
可
能
額
を
算
定
す
べ
き
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
結
論
は
妥
当
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
分
配

可
能
額
規
制
は
、
剰
余
金
の
配
当
等
が
な
さ
れ
た
時
に
お
け
る
株
主
と
会
社
債
権
者
と
の
間
の
利
害
調
整
を
目
的
と
す
る
か
ら
、
分

配
可
能
額
は
、
剰
余
金
の
配
当
等
が
な
さ
れ
た
時
か
ら
、
で
き
る
だ
け
近
接
し
た
時
点
に
お
け
る
、
あ
る
べ
き
内
容
の
計
算
書
類
を

基
礎
と
し
て
算
定
す
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る（

（4
（

。
そ
し
て
、
承
認
無
効
説
を
前
提
に
、
こ
う
し
た
妥
当
な
結
論
を
導
く
た
め
に
は
、
最
終
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事
業
年
度
の
定
義
規
定
（
会
社
法
二
条
二
四
号
）
を
文
理
解
釈
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
四
（
二
）
1
で
紹
介
し
た
外
形
的
行
為
説

や
限
定
解
釈
説
に
よ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
承
認
有
効
説
に
立
つ
場
合
に
は
、
会
社
が
累
積
的
影
響
額
を
後
続
期
の
計
算
書
類
に
反
映
し
た
と
き
は
も
ち
ろ

ん
、
仮
に
反
映
せ
ず
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
後
続
期
の
計
算
書
類
の
内
容
に
も
ま
た
重
要
な
違
法
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、
当
該
後
続
期
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
は
有
効
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
承
認
有
効
説
に
立
て
ば
、
当
該
後

続
期
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
後
に
な
さ
れ
る
剰
余
金
の
配
当
等
に
つ
き
、
分
配
可
能
額
規
制
（
会
社
法
四
六
一
条
一
項
）
違
反
の

有
無
を
判
断
す
る
際
に
は
、
会
社
が
前
記
累
積
的
影
響
額
を
、
当
該
後
続
期
の
計
算
書
類
に
反
映
し
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
当

該
後
続
期
を
最
終
事
業
年
度
と
し
て
、
あ
る
べ
き
分
配
可
能
額
を
基
準
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
当
該
後
続
期
に
係
る
計
算
書
類
が
、

最
終
事
業
年
度
の
定
義
〔
会
社
法
二
条
二
四
号
〕
に
お
け
る
「
承
認
（
中
略
）
を
受
け
た
場
合
」
と
い
う
要
件
を
満
た
す
た
め
）（

（4
（

。

　

以
上
の
と
お
り
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
、
後
続
期
の
計
算
書
類
承
認
手
続
お
よ
び
配
当
手

続
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
承
認
無
効
説
と
承
認
有
効
説
の
い
ず
れ
の
理
解
に
立
っ
て
も
、
妥
当
な
結
論
を
導
く
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。
た
だ
、
そ
の
際
の
説
明
方
法
を
比
較
す
る
と
、
最
終
事
業
年
度
の
定
義
規
定
（
会
社
法
二
条
二
四
号
）
の
文
理
に
即
し
て
説
明

で
き
る
点
に
、
承
認
有
効
説
の
利
点
が
認
め
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。

（
三
）
結
論

　

以
上
の
検
討
の
結
果
、
以
下
の
結
論
を
得
た
。
ま
ず
、
理
論
的
妥
当
性
の
観
点
か
ら
は
、
現
行
法
の
解
釈
と
し
て
承
認
有
効
説
が

妥
当
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
具
体
的
法
律
関
係
の
あ
り
方
に
つ
き
妥
当
な
結

論
を
導
く
う
え
で
、
承
認
無
効
説
を
と
る
必
然
性
は
見
当
た
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
承
認
有
効
説
に
立
つ
と
、
特
に
分
配
可
能
額
の
算

定
方
法
に
関
し
て
は
、
最
終
事
業
年
度
の
定
義
規
定
（
会
社
法
二
条
二
四
号
）
の
文
理
に
即
し
た
説
明
が
可
能
と
な
る
点
に
お
い
て
、



425

違法な内容の計算書類を承認する定時株主総会決議の有効性

承
認
有
効
説
を
と
る
利
点
が
認
め
ら
れ
る
。

五　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
取
締
役
会
設
置
会
社
（
会
社
法
二
条
七
号
）
で
あ
り
、
か
つ
、
会
社
法
四
三
九
条
の
適
用
が
な
く
、
計
算
書
類
の
承

認
が
定
時
株
主
総
会
の
決
議
事
項
で
あ
る
場
合
（
会
社
法
四
三
八
条
二
項
）
に
限
定
し
て
で
は
あ
る
が
、
違
法
な
内
容
の
計
算
書
類

の
承
認
決
議
は
そ
の
内
容
が
法
令
に
違
反
す
る
た
め
無
効
で
あ
る
と
の
通
説
的
理
解
（
承
認
無
効
説
）
を
と
る
必
然
性
の
有
無
や
、

通
説
と
異
な
る
考
え
方
が
成
り
立
つ
可
能
性
の
有
無
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
具
体
的
に
は
、
計
算
書
類
の
承
認
決
議
の
法
的
性
質
や
、

違
法
な
内
容
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
が
な
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
具
体
的
法
律
関
係
に
照
ら
し
て
、
承
認
無
効
説
の
理
論
的
妥
当

性
お
よ
び
同
説
を
と
る
必
然
性
に
つ
き
分
析
す
る
と
と
も
に
、
承
認
有
効
説
が
成
り
立
つ
可
能
性
の
有
無
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
以

下
、
検
討
結
果
の
概
要
を
述
べ
る
。

　

会
社
法
に
お
い
て
は
、
計
算
書
類
の
承
認
決
議
に
は
、
取
締
役
お
よ
び
監
査
役
の
会
社
に
対
す
る
責
任
を
解
除
す
る
効
果
（
昭
和

五
六
年
商
法
改
正
に
よ
る
削
除
前
の
商
法
二
八
四
条
参
照
）
は
付
与
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
誤
っ
た
会
計
情
報
に
基
づ
く
責
任
解
除
を

阻
止
す
る
と
い
う
点
に
、
承
認
無
効
説
を
と
る
実
益
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
計
算
書
類
の
承
認
決
議
の
法
的
性
質

を
め
ぐ
っ
て
は
、
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
下
よ
り
学
説
の
対
立
が
み
ら
れ
る
が
、
計
算
書
類
の
承
認
決
議
と
剰
余
金
の
配
当
決
議

と
を
制
度
的
に
区
別
し
た
会
社
法
に
お
い
て
は
、
計
算
書
類
の
承
認
決
議
を
観
念
の
表
示
と
解
し
、
計
算
書
類
の
内
容
を
計
数
的
に

確
定
す
る
行
為
は
含
ま
な
い
と
の
説
明
が
、
よ
り
妥
当
性
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
違
法
な

内
容
の
計
算
書
類
を
承
認
す
る
株
主
総
会
決
議
は
、
決
議
の
内
容
が
法
令
に
違
反
す
る
（
会
社
法
八
三
〇
条
二
項
）
と
は
い
え
な
い

以
上
、
有
効
で
あ
る
と
解
す
る
余
地
が
あ
る
。
そ
し
て
、
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
、
分
配
可
能
額
の
算
定
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方
法
、
お
よ
び
後
続
期
の
計
算
書
類
承
認
手
続
や
配
当
手
続
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
承
認
無
効
説
と
承
認
有
効
説
の
い
ず
れ
の
理

解
に
立
っ
て
も
、
妥
当
な
結
論
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
そ
の
際
に
は
、
承
認
無
効
説
は
、
最
終
事
業
年
度
の
定
義
（
会
社

法
二
条
二
四
号
）
に
お
け
る
「
承
認
（
中
略
）
を
受
け
た
場
合
」
と
い
う
文
言
の
解
釈
を
工
夫
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
一
方
、
承
認

有
効
説
を
と
れ
ば
、
同
号
の
文
理
に
即
し
た
説
明
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
点
に
、
承
認
有
効
説
を
と
る
利
点
が
認
め
ら
れ
る
。
以
上

が
、
本
稿
に
お
け
る
検
討
結
果
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
少
な
く
と
も
一
定
の
会
社
（
取
締
役
会
設
置
会
社
〔
会
社
法
二
条
七
号
〕
で
あ
り
、
か
つ
、
会
社
法
四
三
九
条
の
適
用
が
な

い
会
社
）
に
お
い
て
は
、
計
算
書
類
を
承
認
す
る
定
時
株
主
総
会
の
決
議
（
会
社
法
四
三
八
条
二
項
）
に
つ
き
、
承
認
有
効
説
が
成
り

立
ち
う
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
取
締
役
会
設
置
会
社
で
な
い
株
式
会
社
や
、
取
締
役
会
設
置
会
社
で
あ
り
、
か
つ
、
会

社
法
四
三
九
条
の
適
用
が
あ
る
会
社
も
含
め
て
、
お
よ
そ
計
算
書
類
を
承
認
す
る
定
時
株
主
総
会
お
よ
び
取
締
役
会
の
決
議
に
つ
い

て
承
認
有
効
説
が
成
り
立
つ
か
否
か
、
成
り
立
つ
と
し
て
こ
れ
を
支
持
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

（
1
）　

会
社
法
四
三
一
条
は
、「
株
式
会
社
の
会
計
は
、
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
企
業
会
計
の
慣
行
に
従
う
も
の
と
す
る
」
と
規

定
す
る
。
同
条
に
い
う
、
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
企
業
会
計
の
慣
行
の
法
規
範
性
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
本
稿

で
は
さ
し
あ
た
り
、
当
該
慣
行
に
従
わ
ず
に
作
成
さ
れ
た
計
算
書
類
に
は
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
法
令
（
同
条
）
違
反
が
あ
る
と
評
価
で

き
る
と
の
理
解
を
前
提
に
、
検
討
を
進
め
る
（
た
だ
し
、
注（
3
）参
照
）。
同
旨
の
理
解
を
す
る
も
の
と
し
て
、
葉
玉
匡
美
ほ
か
〔
稿
〕

葉
玉
匡
美
＝
和
久
友
子
〔
編
著
〕
Ｔ
Ｍ
Ｉ
総
合
法
律
事
務
所
ほ
か
〔
監
修
〕『
Ｑ
＆
Ａ
決
算
修
正
の
実
務
詳
解
』（
中
央
経
済
社
、
二
〇
一

一
年
）
六
～
七
頁
参
照
。
大
阪
地
判
平
成
二
四
年
九
月
二
八
日
判
例
時
報
二
一
六
九
号
一
〇
四
頁
（
三
洋
電
機
事
件
）
は
、
会
社
法
四
三

一
条
の
前
身
規
定
で
あ
る
、
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
三
二
条
二
項
に
い
う
「
公
正
ナ
ル
会
計
慣
行
」
が
、
同
項
を
介
し
て
法
的
な
強
制

力
を
持
ち
得
る
と
解
さ
れ
る
と
判
示
す
る
。
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（
2
）　

上
田
明
信
「
計
算
書
類
の
確
定
に
つ
い
て
」
産
業
経
理
二
六
巻
七
号
（
一
九
六
六
年
）
六
三
頁
、
服
部
栄
三
〔
稿
〕
大
森
忠
夫
ほ
か

〔
編
〕『
注
釈
会
社
法
（
6
）〔
増
補
版
〕』（
有
斐
閣
、
一
九
八
〇
年
）
四
二
頁
、
堀
裕
彦
「
計
算
書
類
の
確
定
に
つ
い
て
」
関
西
大
学
法

学
論
集
三
四
巻
一
号
（
一
九
八
四
年
）
九
七
～
九
八
頁
、
本
間
輝
雄
〔
稿
〕
戸
田
修
三
ほ
か
〔
編
〕『
注
解
会
社
法
〔
下
巻
〕』（
青
林
書

院
、
一
九
八
七
年
）
五
六
八
頁
、
倉
沢
康
一
郎
〔
稿
〕
上
柳
克
郎
ほ
か
〔
編
集
代
表
〕『
新
版
注
釈
会
社
法
（
8
）』（
有
斐
閣
、
一
九
八

七
年
）
八
一
～
八
二
頁
、
片
木
晴
彦
〔
稿
〕
江
頭
憲
治
郎
＝
弥
永
真
生
〔
編
〕『
会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
10
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
一

年
）
三
七
八
頁
、
葉
玉
ほ
か
（
前
掲
・
注（
1
））
六
頁
、
秋
坂
朝
則
「
過
年
度
の
計
算
書
類
の
誤
謬
と
会
社
法
会
計
」
會
計
一
八
八
巻
三

号
（
二
〇
一
五
年
）
一
七
頁
、
久
保
大
作
「
不
正
な
内
容
を
含
む
計
算
書
類
の
承
認
と
分
配
可
能
額
算
定
の
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
」
黒

沼
悦
郎
＝
藤
田
友
敬
〔
編
〕『
企
業
法
の
進
路
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
七
年
）
三
八
九
～
三
九
〇
頁
。

（
3
）　

た
だ
し
、
計
算
書
類
の
内
容
の
誤
り
に
重
要
性
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
当
該
計
算
書
類
の
承
認
決
議
は
有
効
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
倉
沢
（
前
掲
・
注（
2
））
八
二
頁
、
葉
玉
ほ
か
（
前
掲
・
注（
1
））
六
～
七
頁
な
ど
。
本
稿
で
は
、
計
算
書
類
の
内
容
の
誤
り
に
重

要
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
を
前
提
と
し
て
、
検
討
を
進
め
る
。

（
4
）　

前
掲
・
注（
2
）の
文
献
参
照
。

（
5
）　

倉
沢
（
前
掲
・
注（
2
））
八
一
頁
。

（
6
）　

上
田
（
前
掲
・
注（
2
））
六
三
頁
、
片
木
（
前
掲
・
注（
2
））
三
七
八
頁
。

（
7
）　

大
判
昭
和
四
年
七
月
八
日
民
集
八
巻
七
〇
七
頁
が
「
損
失
処
分
案
」
と
表
記
す
る
も
の
は
、
昭
和
五
六
年
商
法
改
正
後
に
い
う
損
失

処
理
案
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
大
島
一
輝
「
計
算
書
類
の
内
容
の
違
法
と
剰
余
金
配
当
決
議
の
有
効

性
」
法
学
政
治
学
論
究
一
三
四
号
（
二
〇
二
二
年
）
三
二
頁
注
3
参
照
。
損
失
処
理
の
手
続
に
関
す
る
規
整
の
変
遷
は
、
三
（
二
）
で
詳

述
す
る
。
以
下
、
本
文
お
よ
び
注
に
お
い
て
同
判
決
を
紹
介
す
る
際
に
は
、
判
決
文
の
表
記
に
従
い
「
損
失
処
分
案
」
と
い
う
語
を
用
い

る
。

（
8
）　

財
産
目
録
は
、
昭
和
四
九
年
商
法
改
正
ま
で
計
算
書
類
の
一
つ
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
た
（
同
年
改
正
前
商
法
二
八
一
条
一
号
）。

そ
の
後
、
同
年
商
法
改
正
で
財
産
目
録
は
廃
止
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
の
経
緯
に
つ
き
、
加
藤
一
昶
＝
黒
木
学
『
改
正
商
法
と
計
算
規
則
の

解
説
』（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
七
五
年
）
九
三
頁
参
照
。

（
9
）　

松
井
秀
征
〔
稿
〕
岩
原
紳
作
〔
編
〕『
会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
19
』（
商
事
法
務
、
二
〇
二
一
年
）
二
二
七
頁
。
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（
10
）　

大
判
大
正
一
〇
年
九
月
二
八
日
民
録
二
七
輯
一
六
四
六
頁
、
松
本
烝
治
『
日
本
会
社
法
論
』（
巌
松
堂
書
店
、
一
九
二
九
年
）
二
七

〇
頁
。

（
11
）　

な
お
、
本
件
で
争
わ
れ
た
よ
う
な
担
保
提
供
の
要
否
の
問
題
は
、
本
決
定
後
、
昭
和
一
三
年
改
正
商
法
が
、
決
議
内
容
の
法
令
ま
た

は
定
款
違
反
を
理
由
と
す
る
株
主
総
会
決
議
の
無
効
確
認
の
訴
え
の
制
度
を
創
設
し
（
同
法
二
五
二
条
）、
会
社
の
請
求
に
基
づ
く
株
主

の
担
保
提
供
義
務
の
規
定
を
置
い
た
こ
と
で
（
同
条
が
準
用
す
る
二
四
九
条
。
会
社
法
八
三
六
条
参
照
）、
立
法
的
に
解
決
さ
れ
た
。

（
12
）　

法
典
調
査
会
『
商
法
修
正
案
参
考
書
』（
一
八
九
八
年
）
一
九
三
条
。

（
13
）　

こ
の
改
正
の
経
緯
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
昭
和
一
三
年
改
正
商
法
は
、
従
前
、
取
締
役
お
よ
び
監
査
役
の
会
社
に
対
す
る
損

害
賠
償
責
任
の
免
除
の
可
否
お
よ
び
手
続
が
不
明
確
で
あ
っ
た
た
め
に
、
解
釈
上
の
疑
義
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
受
け
て
、
こ
れ
を
株
主

総
会
の
特
別
決
議
に
よ
っ
て
な
し
う
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
同
法
二
四
五
条
一
項
四
号
、
一
九
六
条
）。
司
法
省
民
事
局
〔
編
〕『
商

法
中
改
正
法
律
案
理
由
書
：
総
則
会
社
〔
改
訂
第
三
版
〕』（
清
水
書
店
、
一
九
三
八
年
）
一
三
三
頁
。
そ
れ
に
伴
い
、
要
綱
段
階
で
は
、

計
算
書
類
の
承
認
に
よ
る
取
締
役
お
よ
び
監
査
役
の
会
社
に
対
す
る
責
任
解
除
（
明
治
三
二
年
商
法
一
九
三
条
）
は
削
除
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
が
、
起
草
の
際
に
な
っ
て
、
削
除
は
あ
ま
り
に
急
激
な
変
革
で
あ
り
、
取
締
役
や
監
査
役
に
酷
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、

同
規
定
を
残
し
つ
つ
、
そ
の
内
容
を
改
め
る
と
い
う
方
針
に
変
更
さ
れ
、
本
文
記
載
の
文
言
と
な
っ
た
（
佐
々
木
良
一
ほ
か
『
株
式
会
社

法
釈
義
』〔
巌
松
堂
、
一
九
三
九
年
〕
二
〇
一
頁
）。

（
14
）　

元
木
伸
＝
稲
葉
威
雄
「
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
概
要
」
法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
〔
編
〕『
改
正
商
法
の
概
要
』（
商
事

法
務
研
究
会
、
一
九
八
一
年
）
四
八
頁
。

（
15
）　

服
部
（
前
掲
・
注（
2
））
二
三
頁
。

（
16
）　

服
部
（
前
掲
・
注（
2
））
二
三
頁
。

（
17
）　

元
木
＝
稲
葉
（
前
掲
・
注（
14
））
四
五
頁
、
稲
葉
威
雄
『
改
正
会
社
法
』（
金
融
財
政
事
情
研
究
会
、
一
九
八
二
年
）
三
〇
八
頁
。

（
18
）　

相
澤
哲
＝
岩
崎
友
彦
「
株
式
会
社
の
計
算
等
」
相
澤
哲
〔
編
著
〕『
立
案
担
当
者
に
よ
る
新
・
会
社
法
の
解
説
』（
商
事
法
務
、
二
〇

〇
六
年
）
一
二
四
頁
、
片
木
（
前
掲
・
注（
2
））
三
七
六
頁
、
小
林
量
〔
稿
〕
森
本
滋
＝
弥
永
真
生
〔
編
〕『
会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

11
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
〇
年
）
一
〇
八
頁
。

（
19
）　

相
澤
＝
岩
崎
（
前
掲
・
注（
18
））
一
二
四
頁
。
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（
20
）　

な
お
、
い
わ
ゆ
る
中
間
配
当
に
つ
い
て
は
、「
最
終
ノ
貸
借
対
照
表
上
ノ
純
資
産
額
」
を
、
配
当
可
能
利
益
の
算
定
の
出
発
点
と
し

て
い
た
（
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
九
三
条
ノ
五
第
三
項
）。

（
21
）　

相
澤
＝
岩
崎
（
前
掲
・
注（
18
））
一
二
四
頁
、
一
三
一
頁
、
齊
藤
真
紀
〔
稿
〕
森
本
＝
弥
永
（
前
掲
・
注（
18
））
一
一
九
頁
。

（
22
）　

分
配
可
能
額
と
最
終
事
業
年
度
と
の
関
係
に
つ
き
、
大
島
一
輝
「
計
算
書
類
の
内
容
の
違
法
と
分
配
可
能
額
」
法
学
政
治
学
論
究
一

一
九
号
（
二
〇
一
八
年
）
三
四
四
～
三
四
六
頁
参
照
。

（
23
）　

な
お
、
会
社
法
は
、
清
算
の
場
面
で
、
株
主
総
会
に
よ
る
決
算
報
告
の
承
認
決
議
（
同
法
五
〇
七
条
三
項
）
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、

清
算
人
の
職
務
の
執
行
に
関
し
不
正
の
行
為
が
あ
っ
た
と
き
を
除
き
、
清
算
人
の
会
社
に
対
す
る
任
務
懈
怠
責
任
（
同
法
四
八
六
条
一

項
）
は
、
免
除
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
旨
の
規
定
を
置
く
（
同
法
五
〇
七
条
四
項
）。
内
容
が
法
令
に
違
反
す
る
決
算
報
告
を
承
認
す
る

株
主
総
会
決
議
に
は
無
効
事
由
が
あ
る
と
し
た
裁
判
例
と
し
て
、
東
京
地
判
平
成
二
七
年
九
月
七
日
判
例
時
報
二
二
八
六
号
一
二
二
頁
が

あ
る
。

（
24
）　

学
説
の
状
況
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
大
島
一
輝
「
計
算
書
類
承
認
決
議
の
取
消
と
後
続
期
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
の
有
効
性
」
法

学
政
治
学
論
究
一
二
五
号
（
二
〇
二
〇
年
）
八
五
～
八
七
頁
参
照
。

（
25
）　

泉
美
之
松
「
決
算
の
確
定
権
に
つ
い
て
」
産
業
経
理
二
六
巻
七
号
（
一
九
六
六
年
）
五
七
頁
、
山
村
忠
平
『
新
商
法
に
よ
る
株
式
会

社
監
査
』（
同
文
館
、
一
九
七
五
年
）
八
二
頁
。

（
26
）　

大
隅
健
一
郎
＝
大
森
忠
夫
「
会
社
法
改
正
の
問
題
点
」
私
法
九
号
（
一
九
五
三
年
）
九
九
頁
、
今
井
宏
「
株
主
総
会
に
よ
る
計
算
書

類
の
承
認
」
企
業
会
計
二
七
巻
九
号
（
一
九
七
五
年
）
一
二
頁
、
倉
沢
（
前
掲
・
注（
2
））
七
八
頁
。

（
27
）　

前
掲
・
注（
25
）の
文
献
参
照
。

（
28
）　

高
田
源
清
「
計
算
書
類
の
決
定
権
者
」
企
業
会
計
六
巻
四
号
（
一
九
五
四
年
）
一
一
六
～
一
一
七
頁
、
吉
永
榮
助
〔
稿
〕
大
森
ほ
か

〔
編
〕（
前
掲
・
注（
2
））
四
六
一
頁
。

（
29
）　

並
木
和
夫
〔
報
告
〕
同
＝
倉
沢
康
一
郎
「
計
算
書
類
の
確
定
権
限
と
商
法
規
定
」
企
業
会
計
三
二
巻
一
号
（
一
九
八
〇
年
）
一
〇
六

頁
。
同
旨
、
高
鳥
正
夫
『
会
社
法
〔
改
訂
版
〕』（
慶
應
通
信
、
一
九
八
三
年
）
一
九
五
頁
。

（
30
）　

並
木
（
前
掲
・
注（
29
））
一
〇
六
頁
。
会
社
法
下
で
同
旨
を
述
べ
る
も
の
と
し
て
、
宮
島
司
『
新
会
社
法
エ
ッ
セ
ン
ス
〔
第
四
版
補

正
版
〕』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
五
年
）
三
五
八
頁
。
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（
31
）　

大
島
（
前
掲
・
注（
24
））
八
七
～
八
八
頁
。

（
32
）　

前
掲
・
注（
26
）の
文
献
参
照
。

（
33
）　

前
掲
・
注（
25
）の
文
献
参
照
。

（
34
）　

大
島
（
前
掲
・
注（
24
））
八
七
～
八
八
頁
。

（
35
）　

葉
玉
ほ
か
（
前
掲
・
注（
1
））
二
五
六
頁
。
同
説
の
詳
細
は
、
大
島
（
前
掲
・
注（
22
））
三
五
〇
～
三
五
二
頁
参
照
。

（
36
）　

大
島
（
前
掲
・
注（
22
））
三
六
一
頁
。
東
京
高
判
令
和
元
年
五
月
一
六
日
判
例
時
報
二
四
五
九
号
一
七
頁
（
オ
リ
ン
パ
ス
事
件
高
裁

判
決
）
も
、
会
社
法
「
四
六
二
条
一
項
に
基
づ
く
責
任
は
、
会
社
財
産
の
株
主
に
対
す
る
分
配
可
能
額
を
超
え
る
払
戻
し
に
よ
り
、
債
権

者
に
対
す
る
弁
済
の
引
当
て
と
な
る
会
社
財
産
が
不
当
に
流
出
す
る
こ
と
を
規
制
し
、
会
社
債
権
者
と
株
主
と
の
利
害
を
調
整
す
る
と
い

う
趣
旨
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
分
配
可
能
額
の
算
定
は
、
剰
余
金
の
配
当
等
の
決
定
・
実
施
時
か
ら
近
接
し
た
時
点
に
お
け
る
会
社

の
財
産
状
態
等
を
正
し
く
表
し
た
計
算
書
類
を
基
礎
と
す
る
の
が
相
当
で
あ
」
る
と
し
て
、
旧
事
業
年
度
説
の
考
え
方
に
従
っ
た
分
配
可

能
額
算
定
方
法
を
採
用
し
な
か
っ
た
。

（
37
）　

大
島
（
前
掲
・
注（
22
））
三
六
一
～
三
六
二
頁
。

（
38
）　

久
保
（
前
掲
・
注（
2
））
四
〇
二
頁
。
田
中
亘
『
会
社
法
〔
第
三
版
〕』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
一
年
）
四
四
九
頁
も
参
照
。

（
39
）　

大
島
（
前
掲
・
注（
22
））
三
六
一
～
三
六
二
頁
。

（
40
）　

分
配
可
能
額
規
制
違
反
を
主
張
す
る
者
は
、
会
社
が
作
成
し
た
計
算
書
類
に
お
け
る
会
計
処
理
が
不
適
正
で
あ
る
旨
、
お
よ
び
、
当

該
計
算
書
類
を
適
正
な
会
計
処
理
に
よ
っ
て
修
正
し
た
も
の
に
基
づ
い
て
分
配
可
能
額
を
計
算
す
る
と
剰
余
金
の
配
当
等
に
よ
る
会
社
支

出
額
が
分
配
可
能
額
を
上
回
る
旨
を
立
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
佐
々
木
宗
啓
ほ
か
〔
稿
〕
東
京
地
方
裁
判
所
商
事
研
究
会
〔
編
〕『
類
型

別
会
社
訴
訟
Ⅰ
〔
第
三
版
〕』（
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
、
二
〇
一
一
年
）
一
四
四
頁
、
四
八
〇
頁
、
大
江
忠
『
要
件
事
実
会
社
法
（
2
）』（
商

事
法
務
、
二
〇
一
一
年
）
九
九
四
～
九
九
六
頁
。

　

分
配
可
能
額
規
制
違
反
行
為
に
基
づ
く
、
取
締
役
の
会
社
に
対
す
る
責
任
（
会
社
法
四
六
二
条
一
項
）
の
成
否
が
争
わ
れ
た
、
東
京
高

判
令
和
元
年
五
月
一
六
日
（
前
掲
・
注（
36
））
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
分
配
可
能
額
は
「
貸
借
対
照
表
の
数
値
に
誤
り
が
あ
る
場
合
に

は
、
当
該
各
計
算
時
点
に
お
い
て
あ
る
べ
き
真
正
な
数
値
を
表
示
し
た
訂
正
後
の
貸
借
対
照
表
の
数
値
を
基
礎
と
し
て
算
定
す
る
の
が
相

当
で
あ
る
」
と
し
た
う
え
で
、
原
告
が
主
張
す
る
分
配
可
能
額
を
採
用
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
被
告
取
締
役
の
責
任
を
認
め
た
。
そ
の
際
、
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裁
判
所
は
、
原
告
が
分
配
可
能
額
の
算
定
基
礎
と
す
る
貸
借
対
照
表
に
つ
き
、
被
告
取
締
役
が
具
体
的
な
誤
り
を
指
摘
し
て
い
な
い
こ
と

を
、
考
慮
要
素
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
る
。
こ
れ
は
、
あ
る
べ
き
分
配
可
能
額
に
つ
き
、
被
告
取
締
役
に
反
証
の
余
地
が
あ
る
こ
と
を
前
提

と
し
た
判
示
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
41
）　

こ
の
点
に
関
す
る
学
説
の
状
況
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
大
島
一
輝
「
計
算
書
類
の
内
容
の
違
法
と
後
続
期
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議

の
有
効
性
」
法
学
政
治
学
論
究
一
二
〇
号
（
二
〇
一
九
年
）
二
五
二
～
二
五
七
頁
参
照
。

（
42
）　

詳
細
に
つ
き
、
大
島
（
前
掲
・
注（
41
））
二
四
九
～
二
五
一
頁
参
照
。

（
43
）　

弥
永
真
生
〔
編
著
〕『
過
年
度
決
算
訂
正
の
法
務
〔
第
二
版
〕』（
中
央
経
済
社
、
二
〇
一
一
年
）
三
三
頁
、
葉
玉
ほ
か
（
前
掲
・
注

（
1
））
七
頁
参
照
。

（
44
）　

大
島
（
前
掲
・
注（
41
））
二
六
〇
頁
参
照
。

（
45
）　

東
京
高
判
令
和
元
年
五
月
一
六
日
（
前
掲
・
注（
36
））
参
照
。

（
46
）　

な
お
、
計
算
書
類
の
内
容
は
、
剰
余
金
の
配
当
等
（
会
社
法
四
五
四
条
一
項
柱
書
、
四
項
柱
書
、
一
五
六
条
一
項
柱
書
）
や
取
締
役

の
選
任
（
会
社
法
三
二
九
条
一
項
）
に
つ
い
て
、
株
主
総
会
で
審
議
す
る
際
の
、
重
要
な
判
断
材
料
と
な
り
え
よ
う
。
こ
の
点
に
鑑
み
れ

ば
、
本
文
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
こ
と
が
発
覚
し
た
際
に
は
、
会
社

は
こ
れ
を
放
置
す
べ
き
で
は
な
く
、
本
文
で
述
べ
た
特
別
損
益
処
理
方
式
ま
た
は
修
正
再
表
示
方
式
に
よ
っ
て
、
当
期
の
計
算
書
類
に
、

過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
を
適
正
に
修
正
し
た
場
合
の
累
積
的
影
響
額
を
反
映
す
べ
き
で
あ
る
。
会
社
が
こ
れ
を
怠
れ
ば
、
前
記
の
剰

余
金
の
配
当
等
や
取
締
役
の
選
任
に
関
す
る
株
主
総
会
決
議
は
、（
事
案
次
第
で
は
あ
る
が
）
取
り
消
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
と
い
え
よ

う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
株
主
総
会
に
お
け
る
審
議
の
前
提
と
な
る
情
報
に
虚
偽
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
決
議
の
内
容
が
影
響
を
受
け
た
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
決
議
の
方
法
が
著
し
く
不
公
正
な
と
き
に
該
当
し
（
会
社
法
八
三
一
条
一
項
一
号
）、
決
議
は
取
り
消
し
う
る
と

解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
剰
余
金
配
当
決
議
の
有
効
性
の
問
題
に
つ
き
、
大
島
（
前

掲
・
注（
7
））
二
三
～
三
〇
頁
参
照
。

〔
付
記
〕
本
研
究
は
、
公
益
財
団
法
人
升
本
学
術
育
英
会
に
よ
る
研
究
助
成
を
受
け
て
行
わ
れ
た
。




